
☺「福岡市 子どもと本の日」通信 Ｎｏ．２０４     令和４年３月２３日 

 

童話作家アンデルセンの誕生日（4 月 2 日）は、「国際子どもの本の日」です。子ども

に本のよろこびを、大人に子どもの本のおもしろさを伝えるため、1967 年 IBBY（国際

児童図書評議会）によって定められました。世界中で子どもと本のお祭りが開かれます。 

IBBY に加盟する支部は、この日に合わせて順番に、記念ポスターとメッセージを作成

し世界中に発信します。2022 年は、カナダ支部が担当しました。メッセージのテーマは

「物語は、私たちを飛べるようにしてくれる翼です」カナダを代表する先住民作家の、

リチャード・ヴァン・キャンプがメッセージを、ジュリー・フレッドが絵を担当しまし

た。 

日本では毎年、JBBY（日本国際児童図書評議会）が、ポスターとメッセージの日本語

版を作成し、全国の図書館や関係各所に送っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～子どもの読書活動を推進しましょう～ 

毎月２３日は「福岡市 子どもと本の日」です 

 

本を読むのは自由。本を読むのは息をすること。 

本を読むと、いつもの景色が変わって見える。そして、 

ずっとそこにいたいと思える場所にいざなってくれる。 

本を読むと、きみの魂は夢を見られる。 

本は人生の友だち、といわれているけれど、まったくそのとおり。 

本を読むうちに、すばらしい世界が広がっていく。 

物語は、きみを飛べるようにしてくれる翼だ。 

そうして見つけた本は、きみの魂や心、精神に語りかけてくれる。 

物語は魔法の薬。 

きみの心を癒し、おだやかにしてくれる。 

物語は、情熱をかきたて、きみを導いてくれる。 

物語を書く人、読む人、聞く人に祝福を。 

本に祝福を。本は世界をよりすばらしく、輝かせるための魔法の薬。 

マシ・チョー。心からの感謝を。 

※マシ・チョーはカナダの先住民ゼネ族の言葉で、Thank you very much の意味 

                       文：リチャード・ヴァン・キャンプ 

                       日本語訳：横山 和江 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

すっきりと配架されている 

ールがわか 

 

 

 

  

 

Hello！学校図書館 舞松原小学校 

 

 

東区の舞松原小学校に訪問させていただきました。ばらの花と校長先生の笑顔

に迎えられ、学校の読書活動についてお聞きしました。学校全体で組織的に読書

活動を進めていきたいというお話から、今後どのような活動が考えられるか話し

合うことができました。 

読みたい本を探しやすい工夫 

すっきりと配架されている

図書館です。図書館のルールが

わかりやすく、子どもたちが読

みたい本を探しやすい工夫が

されています。 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

    

楽しみながら本を探したり、リラックス 

して本を読んだりできるコーナーがありま 

した。子どもたちの笑顔がたくさん見られ 

ることでしょう。 

 

 

教科書に出てくる作者の本の紹介がされて

いるコーナーがありました。学習したことを

広げたり、深めたりすることができます。 

また、作者の名前が一目で分かるような見

やすい文字での表示がされています。 

 

いやしコーナーの工夫 

教科学習との並行学習がしやすい工夫 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本の帯を使った３月の掲示・展示 

 春がやって来ました。 

暖かい風に気持ちもわくわくしてきます。 

学校図書館も明るい雰囲気で、入学・進級した子たちを迎えましょう。 

 

 

 

  

「春 おすすめの本」「春を読もう」「進級したみなさんにおくる本」など、 

テーマを知らせるボードを作ってみました。 

 4 月はたくさんの出会いがあります。図書館も子どもたちを新しい世界に

つれていってくれるはずです。 



 
 

 

ようこそ学校図書館へ 

 学校図書館は、たくさんのおもしろい本と出会う読書の場所、わからないことや興

味のあることを調べる学習の場です。今年度もみなさんの読みたい、知りたい気持ち

を応援します。どんどん利用してください。 

 

入学・進級おめでとう 

 新しい学校、新しい先生、新しい友だち、新しい教科書、そして、新しい自分。  

4 月は新しいことずくめの月です。学校図書館では、本がみなさんを新しい世界へと

案内します。さあ、読書生活のスタートです。 

 

春探しに出かけよう 

 暖かい日差しに風も輝いて見える季節です。春を探しに出かけましょう。どんな  

植物や生き物に出会えるでしょう。見つけた花や虫の名前、育て方を図鑑で調べてみ

るといいですね。草花遊びを紹介した本もあります。 

 

春のことばを探してみよう 

 桜がさくころに、寒さが戻ってくることや、その寒さのことを「花冷え」といいま

す。「花」を桜の意味で使っていることばはほかにもいろいろあります。「花明かり」

「花曇り」など、春らしいすてきなことばを探してみましょう。 

 

単位について調べよう 

 4 月 11 日は「メートル法公布記念日」です。昔話『一寸ぼうし』の一寸ってどの

くらい？日本では昔、長さは尺、寸、重さは貫、匁（もんめ）など尺貫法の単位が使

われていました。単位の歴史や国により違いを調べてみましょう。 

 

あなたもオリンピック博士 

 世界中が興奮にわき立ったオリンピック。そのルーツは、古代ギリシャにさかのぼ

りますが、第 1 回近代オリンピックは 1896 年 4 月 6 日、アテネで開催されました。

参加した国は？どんな競技が行われたのかな？ 

4 月のテーマの例 

図書館ごよみ＆イラスト 1200 全国学校図書館協議会・編 参照 



 

 

 

 

丘 修三と「ケンと健一」 

１９４１年４月５日 鹿児島県鹿児島市生まれ  

丘氏は、小さいころは野山で遊ぶだけでなく、畑の手伝いをしたり子守をしたりして過ごし

ました。大学卒業後、25 年間特別支援学校の教師を務めたあと本格的な執筆生活に入りました。 

「ケンと健一」を書くきっかけは、４２歳の時２ヵ月ほど入院をした際、「兎の眼」を読んで

感動し、自分も障がい児を主人公にした作品を書いてみたいと思ったからでした。障がい者に

対する差別感や偏見をテーマに、それまで出会った障がい児やその保護者から学んだことをも

とに書きはじめ、退院する頃は原稿用紙４００枚程の作品になり、１９８３年に出版しました。 

出版後、書くことがおもしろくなり、勤務のかたわら土曜日の午後、高田馬場の文学教室に

通ったり、戦後の障がい児がでてくる作品をかたっぱしから読んだりして勉強し、２ヵ月に 

一作をコンクールに応募しました。 

 作品は「ぼくのお姉さん」（日本児童文学者協会新人賞、坪田譲治文学賞、新美南吉文学賞）

「少年の日々」（小学館文学賞）「口で歩く」（産経児童出版文化賞ニッポン放送賞）があります。 

 

荻原 規子と「空色
そらいろ

勾玉
まがたま

」 

１９５９年４月２２日 東京都渋谷区生まれ   

荻原氏は子どもの頃から西洋のファンタジーが好きで、高校の頃には自分が読みたい本を書

こうと思っていたそうです。  

大学では、児童文学研究会（児文研）に参加して、就職活動の時期に初めて３部構成の物語

「西の善き魔女」というレポート用紙１０冊分の長編作品を書き上げました。 

「空色勾玉」（日本児童文学者協会新人賞）を書くきっかけは、元児文研の仲間から児童文学

シリーズを創刊する計画があるので物語を書かないかと依頼を受けたからで、依頼から２年後

に原稿が完成し、１９８８年に小説家デビューしました。 

荻原氏は、意図的にファンタジーを書こうと思っておらず、「こういう本が読みたい」と思っ

たものを書いた作品がたまたま“ファンタジー”と呼ばれるそうです。 

作品は、「これは王国のかぎ」（産経児童出版文化賞）、「風神秘抄」（小学館児童出版文化賞、

日本児童文学者協会賞、ＩＢＢＹオナーリスト・文学作品部門賞）などあります。 
 
【あとがき】 コロナ禍の中、令和３年度が終わろうとしています。本年度も「子どもと本の日通信」を
読んでいただきありがとうございました。この 2 年間で大きく子どもたちの生活は変化しましたが、  
図書館に行くと変わらず多くの本たちが子どもたちをあたたかく迎えてくれています。春休み多くの 
子たちが読書をしてくれることを願っています。先生方も年度末お忙しい毎日と思いますが、新しい出会
を前にぜひ読書を！                                 （足立） 

 

４月生まれの文学者 

 



 

 

 

 

 今月は、子どもたちが、お人形へ並々ならぬ愛情を持っていることが伝わってくる 

絵本をご紹介します。 

 

『かしこいビル』  

ウィリアム・ニコルソン／さく まつおか きょうこ, よしだ しんいち／やく 

ペンギン社 １９８２年 ￥１０００（税別） 

 

＜お勧め年齢＞ 

乳幼児★★★ 小低学年★★☆ 小中学年☆☆☆ 小高学年☆☆☆ 中学生☆☆☆  

高校☆☆☆ 一般☆☆☆  （★が多い年齢の子どもにお勧めです） 

 

<本の紹介> 

  女の子のメリーは、おばさんから、おうちへおいでとのお手紙をもらい、遊びに行く 

ことに。トランクに荷物を詰めていたら、お気に入りの人形のビルを入れ忘れてしまい…。 

トランクに物を詰めるものが、メリーにとって思い入れのある品々のようで、何とか 

詰め込もうと苦心して、作業に夢中になり、大事なものを忘れてしまう、その失敗が 

子どもらしく、思わず微笑んでしまいます。 

                                                 

<子どもに手渡す時のポイント> 

ストーリーがわかりやすく、全文ひらがなとカタカナで場面ごとのセリフが短く、 

平易な言葉遣いで、幼児から楽しめます。 

各場面の絵に遊び心が感じられ、おばさんからの手紙の上にビルがしゃんと立つ様は 

どこか誇らしげだったり、トランクの下敷きになったビルは苦しそうな表情になっていて、 

各場面で細かい描写から発見する楽しみがあります。 

解説よると、この本は、作者の娘メリーに向けた作品で、描かれているものは現実の 

メリーの持ち物なのだそうです。子どもたちが読むときにも、自身が大切にしている 

ものを想像しながら読むとより楽しめます。 

このコーナーで紹介した本はお近くの図書館や書店に置いてあります。ぜひ手にとってみ

てください。 

発  行：福岡市教育委員会 

                           総合図書館 図書サービス課        

電  話：０９２－ ８５２－ ０６３９ 

ＦＡＸ：０９２－ ８５２－ ０８０１ 

図書館員のひみつの本棚 191 回 


